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復活の主日 

金 大烈 神父   2008 年 3 月 23 日  

        

                      《ご復活おめでとうございます》 

 昨夜のミサに来られなかった方いらっしゃいますか？ 昨日挨拶が出来なかった人もいるので一緒

に隣の人と挨拶しましょう。そしてブラジル、フィリピン、韓国、インドネシアの人は、日本語の 「ご

復活おめでとうございます」 を練習して、大きい声でお互いに挨拶交わしましょう。そして今皆さん

がご復活祭の記念に、これから会う人に見せなければいけない顔は今の笑顔です。 

  これから皆様に質問します。今の皆様の心はどうですか？ 平安な心でしょうか？ それとも落ち着

かない心でしょうか？ もう一つ質問します。イエズス様が復活されてから初めて言った言葉は何でし

ょうか？ 

「平和があなたがたと共に」です。この言葉の意味は私達の心にもし平和な心がなかったら、私達は

まだ復活を味わっていないことになります。平安な心は何でしょうか？ 痛み、心配、憎しみがない心

でしょうか？ おもしろい心でしょうか？ それとも気持ちいい心でしょうか？ 

  イエズス様は私達に保って欲しいとおっしゃった、その平安な心と言うのは私達が常識的に「心は

今大丈夫」 と思っているような、そんなに簡単なことではありません。平安な心の中には痛み、辛さ、

心配そしてたまには怖さもあります。しかしイエズス様は「平安な心を持って下さい」とおっしゃい

ました。平安な心に必ずあるものがあります。それはイエズス様が見せて下さった生き方に対しての

希望です。いろんな難しさがあってもその心の中に正しい希望があれば、私達は平安な心を保つこと

ができます。これが復活の力です。 

  皆様もう一回質問します。おそらく今皆様の頭の中にいろんな心配とか悩みがあると思います。し

かし皆様の心は平安でしょうか？ このメッセージをもらって、もう一回改めて新しい素晴しい生き方

をしましょう。皆様に必ず覚えていただきたいことは、復活というものは十字架と離れて考えられな

いということです。十字架が終わって復活があるということではありません。この復活という言葉の

中に十字架があります。復活を知らない十字架、それは意味がありません。この十字架を抱きしめて

本物の復活になるのです。これからもいろいろ乗り越えなければならない山が待っていると思います、

しかし山が無くなるようとは祈らないでください、山を乗り越えられる力を下さいと祈りましょう。

それが私達が信じている復活の神秘です。 

  最後に皆様、幸せになりたいでしょう？ 私は幸せになりたくないという人はいないでしょう？ み

んな幸せになりたいですよね。唯一の秘訣を教えてあげます。良いことをして下さい。人間はやりが

いを食べながら生きています。自分の持っている条件にとらわれないで下さい。良いことをやろうと

いう気持ちがあれば良い結果が出ます。その中に幸せがあります。 

  もう一回、私達はご復活おめでとうございますと挨拶を交わしましょう。 

 「ご復活おめでとうございます」 

 

                                ありがとうございました。 

 

 

 

 

 

 


